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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．資源回収の収集・運搬事業は再資源化の重要なサービスで技術的、経済的可能な範囲で

循環型社会形成のために継続的に実施します。

２ ．環境に関連する法令や規制及びその他の要求事項を遵守し，利害関係者の見解に配慮します。	

３ ．社員全員が積極的に環境保全に関心を持ち、下記の事項を重点活動テーマとして取り組みます。

①収集・運搬車両のエコドライブに努めます。

②使用電力量の削減に努めます。

③排出者への分別指導や再資源化の重要性を提唱します。

４ ．この環境経営方針は、全ての社員に周知徹底し、活動する事を誓います。

５ ．エコアクション21を通して、SDGsに貢献します。

環境経営方針の実現により、美しい地球を子孫の為に残せるよう継続します。

制定日： 2006年7月20日

改定日：

　　　　　　　　　　　　

環境経営方針

有限会社ヤマカ資源回収は、排出された古紙類、古布類等の収集・運搬事業が大切な地球資
源の再資源化活動と認識し、企業活動を拡大していく事が、環境保全に貢献するという事を
認識し、積極的に行動します。

神農　功

2022年7月21日						

代表取締役
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

有限会社ヤマカ資源回収
代表取締役　神農　功

（２） 所在地
本　　　社 長野県松本市今井７２５４−８

（３） 環境管理責任者氏名及び連絡先
責任者　 代表取締役 神農　功　　 TEL：0263-86-3877

FAX：0263-57-0680
E-MAIL：yamakashigen@gmail.com

（４） 事業内容
古紙・古布・廃金属類の収集運搬・中間処理

（５） 事業の規模
法人設立 1990年4月2日
資本金 万円
売上高 万円

名
㎡

ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ
ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ

4ｔパッカー車 台
2ｔパッカー車 台
4ｔクレーン車 台
4ｔフックロール車 台
2ｔ平積み車 台
フォークリフト 台
シャベルローダー 台
10ｔ大型車 台
軽車両 台

合計 台
主要設備

台数 備考

積み替え保管施設

㎡ ｍ
㎡ ｍ
㎡ ｍ

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 有限会社ヤマカ資源回収
対象事業所： 本社
対象外： なし
活動： 古紙・古布・廃金属類の収集運搬・中間処理

2022年6月13日

収集運搬量 27

0

中間処理量 0
最終処分量 0

0

17

名称

名称 保管面積 保管上限 備考
1.68

ガラスくずコンクリートくず陶磁器くず

廃プラスチック類

処理能力:8〜22 t/h  処理方式:圧縮梱包 圧
縮力(ﾒｲﾝｼﾘﾝﾀﾞ出力):103 tf

1基古紙プレス機

3.0
金属くず 15.54 24.8

1.68 3.0

車種 台数 備　　考
8
2
1

2

1
1

1

2

2

0

中間処理後の産廃の処分量

従業員　　　　　

受託した産業廃棄物の処理量
延べ床面積　　　 1320

500
21763

本社
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

（認証登録範囲） 代表者

●は部門長

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

社長 神農功

環境事務局

環境管理 責任者

神農功

神農功

環境事務局

総務部 収集・工場管理部営業部

●神農春、甕昌代●古野、渡辺、鮎澤 ●甕秀、前澤、山口、林、坂口

山田竜、山田正、松本、小林

2022年6月13日

・重大な不適合が発生した場合の再発防止対策

・環境経営に関する統括責任

環境管理責任者

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

部門長

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命

役割・責任・権限

経営会議

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境に関わる個別活動の検討と調整
・環境活動計画書の作成
・環境活動計画の計画達成を含めたシステムの実施状況を確認し、社長に報告する

・環境管理責任者、ＥＡ２１推進会議の事務局
・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境活動計画の進捗と実績の承認

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
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□許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

有 ○ ○ ○ ○

□廃棄物（資源物）処理フロー

一般廃棄物(資源物) 製紙会社へ出荷
　　収集運搬 （社外処理）

産業廃棄物
　　収集運搬 （社外処理）

□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2
トン

トン

トン

トン

トン
トン
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　

□処理料金
個別に見積もりいたします。

□環境経営目標及びその実績

〇

✕

〇

〇

受託収集運搬量 22.0 21 27
受託中間処理量 0

0 0 0
水使用量 493 458 452

942

0 0

175,429

2021年 100.0% 99%

廃棄物排出量 1 1 1
　一般廃棄物排出量 1 1

中間（最終）処分業者

計量

　産業廃棄物排出量

0 0
受託最終処分量 0

127,539

選別作業 圧縮梱包機

収集運搬

○

（ナマシ線にて結束）

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 173,686 173,271 175,429 172,856

一般廃棄物の削減
kg 942 942 935

基準年度比 2021年

（古紙種類別）

100%
環境に配慮した収集運
搬

行動目標（次項による）

942
100% 100%

2024年

（目標）

99.8%
172,443

水道水の削減 ㎥ 72 72 70 72

99.8% 102% 99.8%

2021年 100% 97% 100%

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 45,379 45,220 44,175 45,062

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 128,307 128,051 131,254 127,794

基準年度比

項　目 2020年 2021年 2022年

二酸化炭素総排出量 181,878 175,744

1

（基準年) （目標） （実績） （目標）

評
価

基準値 2022年 2023年

0.433

72
基準年度比

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

44,904
基準年度比 2021年 99.65% 97.35% 99.7% 99.7%

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

廃棄物の種類
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク

長野県 2014133285 令和4年1月22日 令和9年1月21日
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成

電力による二酸化炭素削減

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

2021年

2022年

2021年

2022年

1月
3,612

3,498 3,572 3,601
4,002 3,511 3,581 3,592

499 611 687

9月 10月 11月 12月

3,310 3,991 3,765 4,111

2月 3月
3,218 3,895

741

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
698 722

612 557
651 618 542
644

492 613

収集ルート及び営業エリアのルート設定を、効率化したが、
収集箇所の増加により、自動車燃料の使用量が増大した。
次年度はルート設定の効率化を徹底し、削減に努めていきた
い。

8,007
9,1218,373 8,583
3月

9,508 8,866
7,461

7,415 7,745
10,499

〇 本年度は電力監視メーターを設置した。
不要な照明の消灯を徹底化し、冷房温度の管理も順調に遂行
出来た。
作業時間以外の時に機械の電源をこまめに落とすなど、徹底
することが出来た。
また、取扱量が減少した事もあり、削減目標を達成した。

・冷暖房器・凍結防止帯等の電力削減 ○

2月1月

×
・エリア別収集活動の見直し ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

7月

○

達成状況

6月

・効率的なルートで収集

数値目標

8,9018,171 7,917

12月11月10月9月8月
9,416

・アイドリングストップ

10,045 8,618 10,237

数値目標 ✕

10,4998,458 8,040 8,356 7,791

612
4月 5月

3,261 3,566

9,436
6,590

5月4月

3,978
3,145 3,912
3,164 3,899

2,998
4月 5月 6月 7月 8月

3,875

6月 7月 8月

614 689 788 747 771

3,488

661 661 716690

○・エコドライブ個人宣言と励行

・生産工程の待機時間短縮 ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

・不要照明の消灯 ○
・圧縮機の待機電力の節約 ○

0

5,000

10,000

15,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10

月

11

月

12

月
1月 2月 3月

電力（kWh） 2021年 2022年

0

500

1,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

軽油（L) 2021年 2022年
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一般廃棄物の削減

2021年

2022年

水道水の削減

2021年

2022年

グリーン購入の推進

環境に配慮した収集運搬

環境保護活動の定着

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

5 5 6 5 4 6
6

4月 5月
7

8月
75 7 7

6月 7月

1月

6 5
1月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

53 66

10月 11月 12月

107

順調に実施出来た。 次年度も引き続きがんばっていきたい。

5 7 7 7 7 6
6 5 5

節水ルールを徹底することにより、水の使用量を削減出来
た。
次年度も引き続きがんばっていきたい。

9月 10月 11月 12月 3月

88

2月 3月

6
2月

54 66

取組結果とその評価、次年度の取組内容

81 90 66 108 90
80 89 66

72 68 79 78
91 73 65 78 79

4月 5月

・古紙回収BOXの増設 × 古紙回収BOXを増設出来なかった。次年度は増設したい。
清掃活動は比較的、順調に実施出来た。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・工場内の清掃 ○
・工場周辺のクリーン活動 ×

・５Ｓ活動の継続推進

○
・職場環境の改善 ○

〇
達成状況

数値目標
・分別の徹底 ○

90

達成状況

数値目標 〇

△
・事務用品グリーン購入 △

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
・作業開始前の車両点検 ○ 基本的にうまく実施出来た。

次年度も引き続きがんばっていきたい。
休憩所のエアコンを新型に交換した。

・エコドライブの推進 ○
・廃棄物収集運搬時、住宅街等では騒音を

△

業務多忙のため、チェックリストの作成が出来なかった。
来期はチェックリストを作成できるように、業務分担の整理
と効率化を図っていきたい。

・有害性の少ない資材の購入 △

6月 7月 8月 9月

・省エネ性能の高い電気製品の購入 △
・燃費のよい自動車の採用

・節水のルール化・実施 ○

0

2

4

6

8

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

水道水（㎥） 2021年 2022年

0

50

100

150

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定：
■実施日：				 ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施場所：
■実施内容：

手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
収集運搬業の許可

適用される法規制

計量法 計量法第19条の規定に基づき、定期検査を受けなければならない

■参加者：

収集・運搬基準（表示・書面の携行）
マニフェスト発行 B2、D,E票の受取確認（90日、180日以内）と保管（5年間）廃棄物処理法

古紙、古布などのリサイクル資源有効利用促進法
消防法

有限会社ヤマカ資源回収構内

・流出事故対応、通報訓練

有限会社ヤマカ資源回収構内

・消火訓練、避難訓練

古紙、古布類の一時保管

全員

■評価：

新型コロナの影響のため、最低限の訓練のみとなった。

■実施状況の様子
・油吸着材の収納場所及び使用方法を確認

新型コロナの影響のため、最低限の訓練のみとなった。

・消火器の位置及び操作方法の確認
・避難誘導経路の確認

■実施状況の様子

緊急事態の想定：　油流出事故の発生

2022年6月24日　16時〜16時30分
全員

火災の発生

■実施日： 2022年6月24日　16時30分〜17時
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営方針については、問題なかった。

実施体制については問題なかった。

電力の削減目標は達成できた。
節電を徹底したことと併せて、古紙の取扱量が減少したこともあり、電力の使用量も減少した。
古紙の取扱量減少のため、効率的ではない収集ルートが増加したことにより、自動車燃料が増大した。

次年度は古紙の取扱量を増加させつつ、収集ルートのを随時見直し、電力と自動車燃料の削減を図っていきたい。

環境に配慮した収集運搬は、実施出来た。

環境保護活動の定着については、5S活動及び清掃活動は推進出来たが、古紙回収BOXを増設することが出来なかったの
で、来期は目標を達成したい。

2023年6月23日
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